
　疾　患　別　診　療　計　画　書

食道がんの化学療法を受ける方へ

経過 入院日・治療前日 治療１日目 治療２日目 治療３日目 治療４日目 治療5日目 治療6日目～退院日前日 退院当日

治療
処置

・入院後のネームバンド
を装着します。
・入院後に点滴を開始し
ます初日は抗がん剤は
入りません。

3種類の吐き気止め（ア
ロキシ・プロイメンド・デカ
ドロン）を投与後に、3種
類の抗がん剤（ドセタキ
セル・シスプラチン・５－
FU）が入ります。

・1種類の抗がん剤（５
－FU)と、1種類の吐き
気止め（デカドロン）が
入ります。
・本日分で終了です。

検査 治療開始日より尿量の測定を行います血液検査を週に2～3回行います。

食事

安静 特に制限はありません。

清潔 入浴することができます。

排泄
医師の指示にて尿量測
定をして下さい。

1日の尿量を測定します。用紙をお渡ししますので、排尿回数・排尿量を記載して下さい。
特に制限はあり
ません。

退院後の治
療計画・療
養上の注意

点

・38.0℃以上の発熱が続く際は、受診して下さい。
・食事や薬剤等のアレルギーがある方は、看護師にお知らせ下さい。
・化学療法の同意書は、無くさずに保管して下さい。

1種類の抗がん剤（５－FU)と、1種類の
吐き気止め（デカドロン）が入ります。

・白血球が減少している時は、白血球を増や
す注射をします。その際、感染しやすい状態
になるため、マスクをしていただきます。また
個室に移動することもあります。
・発熱時は抗生剤を点滴します。
・吐き気、嘔吐があれば、吐き気止めを使用
しますので医師、看護師にお知らせ下さい。

特に制限はありません・副作用として吐き気が強くなることがありますので、その際は無理をせず食べられるものを摂
取して下さい。栄養剤（エレンタール）を1日1本内服して下さい。

白血球が低下している時は、医師の指示が
あるまで生ものは食べられません。

・点滴投与中は、病棟内での歩行でお願いします
・点滴している間、点滴刺入部位に異常が無いか、確認のために頻回に伺います。
・点滴刺入部位に痛みを感じた時には、すぐにお知らせ下さい。
・白血球低下時は人混みを避けて下さい。また、感染予防のためにマスクを着用して下さい。

・入浴することができません。身体をお拭きします。看護師にお知らせ下さい。
・歯磨きを1日3回実施して下さい。うがいも適宜して下さい。

・白血球減少や発熱が無ければ、入浴するこ
とができます。
・手洗い、うがいを実施して下さい。
・歯磨きを1日3回実施して下さい。


